
  令和２年６月29日  

各 位  

会 社 名 アザース株式会社 

（コード番号 9276 TOKYO PRO Market）  

代表者名 代表取締役 中川 周平  

問合せ先 管理部長 稲葉 修一  

T  E  L  089-989-3916 

U  R  L  http://www.az-earth.com/ 

 

 

（訂正）「令和２年３月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）」の一部訂正について 

 

当社は、令和２年５月15日に発表いたしました「令和２年３月期 決算短信〔日本基

準〕（非連結）」につきまして、一部誤りがございましたので、下記の通りに訂正いたし

ます。  

 

1. 訂正の理由 

    「令和２年３月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）」の発表後、発行者情報の

作成過程におきまして、提出済みの決算短信の一部に訂正事項が生じましたので、

提出済みの決算短信を訂正します。 

 

2. 訂正箇所 

 訂正箇所は、訂正前及び訂正後をそれぞれ表示し、訂正の箇所には、下線____を

付して表示します。 
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３.財務諸表及び主な注記 

 （5）財務諸表に関する注記事項 

  （セグメント情報等） 

  【セグメント情報】 

 ３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

 

当事業年度（自 平成31年４月１日 至 令和２年３月31日） 

（訂正前） 

（単位：千円） 

 報告セグメント 調整額 財務諸表計



（注）１．調整額は、以下のとおりであります。 

（1）セグメント利益の調整額△43,296千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

（2）セグメント資産の調整額51,080千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社

資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社の現金及び預金であります。 

（3）セグメント負債の調整額66,607千円は、主に報告セグメントに帰属しない本社の長期借入金であります。 

   ２．セグメント利益は、財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

（訂正後） 

（単位：千円） 

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。 

 直営店事業 ＦＣ事業 計 （注）１ 上額（注）

２ 

売上高 

 外部顧客への売上高 144,768 49,729 194,498 

 

― 194,498 

計 144,768 49,729 194,498 ― 194,498 

セグメント利益 28,410 18,693 47,104 △43,296 3,807 

セグメント資産 72,725 13,291 86,016 51,080 137,097 

セグメント負債 3,318 10,083 13,401 66,607 80,008 

その他項目 

 減価償却費 

 有形固定資産及び 

 無形固定資産の増加額 

     

3,729 ― 3,729 1,802 5,532 

1,814 ― 1,814 ― 1,814 

 

 

報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

財務諸表計

上額（注）

２ 

直営店事業 ＦＣ事業 計 

売上高 

 外部顧客への売上高 144,768 49,729 194,498 

 

― 194,498 

計 144,768 49,729 194,498 ― 194,498 

セグメント利益 28,410 18,693 47,104 △43,296 3,807 

セグメント資産 27,578 13,291 40,869 96,227 137,097 

セグメント負債 3,318 10,083 13,401 66,607 80,008 

その他項目 

 減価償却費 

 有形固定資産及び 

 無形固定資産の増加額 

     

3,729 ― 3,729 1,802 5,532 

1,814 ― 1,814 ― 1,814 



（1）セグメント利益の調整額△43,296千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

（2）セグメント資産の調整額96,227千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社

資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社の現金及び預金、賃貸不動産であります。なお、八平玉

川店の事業譲渡に伴い、当事業年度において直営店舗事業の資産を賃貸資産として調整額に振替えてお

ります。 

（3）セグメント負債の調整額66,607千円は、主に報告セグメントに帰属しない本社の長期借入金でありま

す。 

   ２．セグメント利益は、財務諸表の営業利益と調整を行っております。 


